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                                                                    平成２０年５月２５日  

 

 

 

 

 

 

  

５月に台風の影響を３個も受ける不順な天候が多い今年、村民の皆様も海山にと気苦労

が多いのではないでしょうか。  

 さて平成１５年８月の第８号を最後に発行が中断していた「議会だより」を今回再発行

することとなりました。村民の声を行政に反映させることが議員の仕事と認識しています。

この議会だよりが少しでも村民のためになると願いつつ、今後は年に４回程度の発行を続

けていく予定です。 

 今回は３月定例議会の様子と５月の利島・御蔵島・青ヶ島の 3 離島合同による鹿児島県

三島村行政視察の様子を掲載しました。  

 三島村ではその地域の特性を活かし、小・中学生の留学制度を実施しています。御蔵島

村の場合現在人口に占める児童・生徒・未就学児、及び乳幼児の人数は極端に少なくはあ

りませんが、今後の少子・高齢化をにらみ留学制度の実態を見ておく必要があると考え実

施しました。 

 私の印象としては、留学制度そのものは悪くありませんが、御蔵島の場合留学制度の実

施よりも、まず生産人口の増加を目指すべきと考えます。そうすれば自然に児童・生徒数

の確保も可能です。 

 今後も議員それぞれ村民の声を十分に聞き、活発な議会としていきたいと思っています

のでよろしくお願いします。  
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〔補正予算〕平成１９年度                         （単位：千円） 

会 計 名 補正前の額 補正額 補正後の額 

一 般 会 計 （ ５ 回 ） ９９２，０３１ ２１，８６９ １，０１３，９００ 

  〃  （ ６ 回 ） １，０１３，９００ △４，９３０ １，００８，９７０ 

航 路 会 計 （ ２ 回 ） ４９，５９４ △７８１ ４８，８１３ 

産業センター会計（２回） ２２，３３２ △５，４３４ １６，８９８ 

産業センター会計（３回） １６，８９８ △１，７３２ １５，１６６ 

御蔵会館会計（２回） １４，９６８ 79 １５，０４７ 

宿泊施設会計（２回） ３６，４２５ １，２３３ ３７，６５８ 

簡易水道会計（２回） ９４，９７４ △553 ９４，４２１ 

国保会計（事業）（3 回） ６１，２８６ △１２，９７４ ４８，３１２ 

〃 （直診）（3 回） ７１，３６３ △６，６８２ ６４，６８１ 

〃 （事業）〔４回〕 ４８，３１２ １，０５０ ４９，３６２ 

老保〔医療〕会計（３回） ２１，０６６ △４，０５０ １７，０１６ 

介護保健会計（事業）（３回） ２７，３３８ △１，１４３ ２６，１９５ 

〃 （サービス）（３回） ２，０２１ １０４ ２，１２５ 

介護保健会計（事業）（４回） ２６，１９５ △１，５４８ ２４，６４７ 

〔当初予算〕                               （単位：千円） 

会 計 名 本年度予算額 前年度予算額 増減額 

一 般 会 計 １，０９７，３９６ ９３８，７５１ １５８，６４５ 

航 路 会 計 ４６，８７３ ４９，５４６ △２，６７３ 

産 業 セ ン タ ー 会 計 ２４，５７２ ２２，３３２ ２，２４０ 

会 館 会 計 １４，９８９ １４，９６８ ２１ 

宿 泊 施 設 会 計 ３６，７２６  ３５，８４６ ８８０ 

簡 易 水 道 会 計 １０，１９２ １０３，３５１ △９３，１５９ 

国 保 会 計 （ 事 業 ） ６６，０９９ ６４，５１０ １，５８９ 

〃  （ 直 診 ） ７０，８７７ ７０，１５６ ７２１ 

老 保 〔 医 療 〕 会 計 ２，５２３ ２０，８８４ △１８，３６１ 

介護保険会計（事業） ２５，５６９ ２２，８９１ ２，６７８ 

  〃   （サービス） ９３３ ７７４ １５９ 

後 期 高 齢 者 会 計 ３，７７３ ０ ３，７７３ 

〔補正予算②〕平成２０年度                        （単位：千円） 

会 計 名 補正前の額 補正額 補正後の額 

一 般 会 計 （ １ 回 ） １，０９７，３９６ △８２，１８９ １，０１５，２０７ 

 

平成２０年第１回定例村議会が、３月１２日（水）から開会され、当初予算１２件、19 年度

補正予算１５件、20年度補正予算１件、条例改正５件、契約変更 1件、その他３件を議決しま

した。 議決された議案は、次の通りです。 
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〔条 例〕 

議案番号 件名 議決年月日 議決の結果 

議案第 1 号 御蔵島村特別会計条例の一部を改正する条例 平成20年3月10日 原案可決 

議案第 2 号 御蔵島村後期高齢者医療に関する条例 平成20年3月10日 原案可決 

議案第 3 号 
職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例

の一部を改正する条例 
平成20年3月10日 原案可決 

議案第 4 号 御蔵島村出産祝金支給条例 平成20年3月10日 原案可決 

議案第 25号 
御蔵島村ひとり親家庭の医療費の助成に

関する条例の一部を改正する条例 
平成20年3月28日 原案可決 

 

〔契約変更〕 

● 平成１９年度御蔵島小中学校校庭芝生化工事請負契約の変更 

〔その他〕 

● 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約 

● 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

● 教育委員会の任命について 
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一
般
質
問 

黒
田
正
道 

議
員 

【
質
問
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
住
民

説
明
会
等
す
る
べ
き
で
は
？ 

（
回
答
）
総
務
係
長 

 

後
期
高
齢
者
に
つ
い
て
は
７
５
歳
以
上
が
対
象
。

所
得
に
応
じ
て
御
蔵
で
は
最
高
で
１
６
万
。
説
明
会

に
関
し
て
は
、
年
度
明
け
に
何
ら
か
の
方
向
で
説
明

し
ま
す
。 

【
質
問
】
防
風
林
に
つ
い
て
、
木
が
古
く
な
っ
て
い

て
危
険
で
は
な
い
か
？
専
門
チ
ー
ム
等
な
ど
で
検

討
す
べ
き
で
は
？ 

（
回
答
）
産
業
課
長
補
佐 

木
は
お
お
む
ね
健
全
で
あ
る
と
い
う
診
断
を
も

ら
っ
て
い
る
。
祖
霊
社
前
の
松
が
折
れ
る
と
い
う
事

故
も
あ
り
ま
し
た
が
。
今
後
も
対
策
を
施
し
て
い
く
。 

黒
田
議
員 

 

斬
る
と
き
は
住
民
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
く
だ

さ
い
。 

村
長 

 

就
任
後
に
集
落
内
を
見
た
感
想
は
、
苗
木
を
植
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
防
風

林
と
し
て
指
定
し
た
と
こ
ろ
の
苗
が
育
っ
て
い
な

い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
捕
植
す
る
よ
う
に
指
示
し

て
い
る
。
見
直
し
具
体
的
な
案
を
だ
し
て
い
き
た
い
。 

【
質
問
】
集
落
内
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
せ
め
て

車
椅
子
が
通
れ
る
よ
う
な
村
道
整
備
を
願
い
た
い
。

危
険
な
場
所
に
は
防
護
柵
を
。 

（
回
答
）
産
業
課
長
補
佐 

 

集
落
な
い
道
路
に
つ
い
て
は
数
年
前
か
ら
整
備

を
進
め
て
い
る
が
、（
車
椅
子
は
）
勾
配
が
あ
る
と

こ
ろ
に
つ
い
て
は
難
し
い
の
で
は
。
必
要
な
部
分
に

必
要
な
防
護
柵
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。 

黒
田
議
員 

 

優
先
順
位
の
低
い
も
の
か
ら
施
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
感
が
あ
る
。
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
順
番
を
考

え
て
ほ
し
い
。 

栗
本
寿
晃 

議
員 

【
質
問
】
基
本
構
想
に
つ
い
て
。 

（
回
答
）
総
務
課
長 

 
何
度
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
作
業
に
取
り
掛
か

り
、
２
０
年
度
内
に
議
会
に
提
出
で
き
る
予
定
で
進

め
て
い
る
。 

【
質
問
】
職
員
数
の
現
状
、
給
食
調
理
員
に
つ
い
て
。 

（
回
答
）
総
務
課
長 

 

給
食
作
業
員
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
退
職
と
な
る

が
、
補
助
員
の
研
修
期
間
が
終
了
次
第
正
規
の
作
業

員
と
し
て
採
用
予
定
。 

 

職
員
数
に
つ
い
て
は
給
食
作
業
員
を
含
め
４
月

に
３
名
採
用
予
定
。 

【
質
問
】
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
憩
等
に
つ
い
て
。 

（
回
答
）
総
務
課
長 

 

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
今
回
議
案
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
休
息
時
間
を
無
く
し
て
お
昼
の
休
憩
時
間

が
４
５
分
に
な
り
ま
す
。 

【
質
問
】
客
船
接
岸
時
（
勤
務
時
間
中
）
の
総
務
課

長
の
行
動
、
発
電
係
長
の
勤
務
時
間
中
の
竹
削
り
に

つ
い
て
は
業
務
？ 

（
回
答
）
総
務
課
長 

 

航
路
事
業
・
は
し
け
事
業
は
村
事
業
と
し
て
重
要

な
事
業
、
作
業
確
認
を
含
め
て
み
て
い
る
。 

（
回
答
）
発
電
係
長 

 

業
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
電
所
内
の
竹
を
再
利

用
の
た
め
削
っ
て
い
た
、
今
後
は
気
を
つ
け
た
い
。 

【
質
問
】
職
員
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？ 

（
回
答
）
総
務
課
長 

 

事
故
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
法
律
等
に
の
っ
と

っ
た
形
で
対
応
し
た
い
。 

【
質
問
】
産
業
セ
ン
タ
ー
原
水
１
０
リ
ッ
ト
ル
の
水

漏
れ
多
発
対
策
は
？ 

（
回
答
）
産
業
課
長
補
佐 

業
者
に
形
状
の
変
更
を
依
頼
し
て
い
る
。
原
因
が

わ
か
ら
な
い
現
状
の
物
は
漏
水
検
査
を
し
て
か
ら

出
荷
し
た
い
。 

【
質
問
】
村
の
施
設
に
つ
い
て
の
修
繕
工
事
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？ 

（
回
答
） 

総
務
課
長 

 

老
朽
化
し
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時

ご
と
の
対
応
と
な
っ
て
い
る
が
、
計
画
に
の
っ
と
り

進
め
て
い
る
。
大
き
な
も
の
と
し
て
は
焼
却
場
で
来

年
度
以
降
も
進
め
ら
れ
て
い
く
。 
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【
質
問
】
い
な
さ
地
区
の
無
償
提
供
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
？
（
縁
石
の
破
損
等
） 

（
回
答
）
産
業
課
長
補
佐 

 
縁
石
は
実
際
に
壊
れ
て
い
る
。
支
庁
と
相
談
の
う

え
損
害
請
求
を
含
め
た
検
討
を
考
え
て
い
る
。 

【
質
問
】
貨
物
の
荷
揚
げ
に
つ
い
て
役
場
職
員
の
現

場
作
業
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
？ 

（
回
答
）
産
業
課
長
補
佐 

 

受
託
業
者
が
や
る
べ
き
だ
と
思
う
。
実
際
作
業
員

が
少
な
い
中
で
職
員
が
作
業
を
行
う
こ
と
も
考
え

る
。 

【
質
問
】
教
育
長
の
業
務
に
つ
い
て
（
勤
務
中
に
郵

便
集
配
業
者
を
呼
ん
で
指
導
し
て
い
た
等
） 

（
回
答
）
教
育
長 

 

指
導
を
し
て
い
た
と
あ
る
が
、
そ
の
立
場
に
は
な

い
の
で
そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
郵
便
に
つ
い
て
は
昨

年
の
民
営
化
の
と
き
に
村
長
か
ら
相
談
が
あ
り
私

が
携
わ
っ
て
い
る
。（
教
育
長
の
業
務
で
は
な
い
） 

（
回
答
）
村
長 

 

指
摘
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
業
務
か
ら
外
れ
る
と

私
の
ほ
う
か
ら
も
注
意
し
た
こ
と
は
あ
る
。
郵
政
の

こ
と
と
な
る
と
村
の
政
策
の
一
つ
と
し
て
意
見
を

聞
く
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
村
と
し
て
や
っ

て
い
く
。 

広
瀬
豊
彦 

議
員 

 

【
質
問
】
広
報
の
発
行
（
第
一
号
の
発
行
は
）
に
つ

い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？ 

 

（
回
答
）
総
務
課
長
補
佐 

 

広
報
第
一
号
の
発
行
は
昭
和
５
５
年
８
月
、
編
集

発
行
に
つ
い
て
は
定
期
発
行
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。 

 

主
な
質
疑
本
会
議
で
の
主
な
質
疑
で
す 

後
期
高
齢
者
制
度
に
つ
い
て 

黒
田
正
道
議
員 

督
促
手
数
料
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
る
の
か
？ 

（
回
答
）
総
務
係
長 

科
目
は
あ
る
。
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
考
え
は

な
い
が
、
事
例
を
参
考
に
考
え
て
い
く
。 

長
谷
川
久
雄
議
員 

村
に
住
所
を
有
し
な
い
人
で
保
険
料
を
払
う
人
が

い
る
の
か
？ 

（
回
答
）
総
務
係
長 

調
べ
ま
す
。 

黒
田
正
道
議
員 

証
明
手
数
料
が
発
生
す
る
よ
う
だ
が
、
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
発
生
す
る
の
か
？ 

（
回
答
）
総
務
係
長 

調
べ
ま
す
。 

栗
本
道
雄
議
員 

村
の
中
の
該
当
者
へ
の
速
や
か
な
説
明
が
必
要
だ

と
考
え
る
。
こ
の
条
例
で
は
、
実
際
の
保
険
料
が
見

え
て
こ
な
い
。 

広
瀬
豊
彦
議
員 

保
険
料
は
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
と
あ
る
が
、
弱

い
も
の
い
じ
め
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
な
ん
と
な
く

引
っ
か
か
る
。 

栗
本
道
雄
議
員 

高
齢
者
か
ら
保
険
料
を
取
っ
て
、
祝
い
金
を
ま
く
と

い
う
の
は
ど
う
か 

村 

長 

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
敬
老
の
日
に
祝
い
金
を
だ
し

て
い
る
。
金
額
う
ん
ぬ
ん
も
あ
る
が
、
今
後
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。 

広
瀬
豊
彦
議
員 

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な

い
と
ダ
メ 

黒
田
正
道
議
員 

郵
便
局
で
支
払
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
が
、
御

蔵
で
は
で
き
る
の
か
？ 

（
回
答
）
総
務
係
長 

で
き
ま
せ
ん
。
検
討
し
ま
す
。 

出
産
祝
い
金
に
つ
い
て 

黒
田
正
道
議
員 

以
前
八
丈
で
も
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
所

得
税
等
は
大
丈
夫
か
？
出
産
後
の
期
間
に
つ
い
て

は
ど
う
な
の
か
？ 

（
回
答
）
総
務
課
長
補
佐 

一
時
所
得
と
し
て
対
応
し
、
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト

に
税
金
は
か
か
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 
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（
回
答
）
総
務
係
長 

出
産
後
の
期
間
を
設
け
て
い
る
例
は
見
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
。
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。 

広
瀬
豊
彦
議
員 

４
０
万
円
の
根
拠
は
？
出
産
人
数
に
よ
っ
て
優
遇

な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
？ 

（
回
答
）
総
務
係
長 

離
島
ゆ
え
に
出
産
に
か
か
る
交
通
費
・
滞
在
費
等
を

算
出
。 

出
産
人
数
に
よ
る
優
遇
は
考
え
て
い
な
い
。 

栗
本
道
雄
議
員 

も
う
少
し
細
部
（
規
則
）
に
手
を
加
え
る
必
要
が
あ

る
。
村
長
の
公
約
で
あ
る
結
婚
祝
い
金
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
？ 

村 

長 

や
っ
て
み
て
再
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
結
婚

祝
い
金
も
出
し
て
い
き
た
い
。
予
算
上
の
事
も
あ
る

の
で
考
え
て
い
き
た
い
。 

住
宅
等
建
設
に
つ
い
て 

概
要
「
新
規 

か
ん
ぶ
り
５
１
５
（
１
棟
４
戸
）・

か
ん
ぶ
り
５
１
２
（
３
棟
６
戸
）
か
じ
や
の
下
６
６

８
（
３
棟
６
戸
）
新
規
住
宅
建
設
に
伴
う
道
路
整
備

も
含
む
、
既
設
の
建
て
替
え 

１
・
２
・
３
号
棟
を

２
棟
２
４
戸
」 

 

長
谷
川
久
雄
議
員 

単
身
用
と
世
帯
用
な
ど
現
状
の
住
宅
で
も
広
さ
等

ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
な
い
（
高
額
家
賃
等
）。
こ
の

計
画
に
つ
い
て
村
で
の
ニ
ー
ズ
等
に
つ
て
判
断
で

き
る
情
報
は
も
っ
て
い
る
の
か
？ 

栗
本
寿
晃
議
員 

家
賃
や
部
屋
広
さ
の
問
題
で
は
な
い
、
基
本
構
想
も

な
い
の
に
お
か
し
い
の
で
は
？
（
道
路
や
住
宅
建
設

候
補
地
等
） 

こ
の
計
画
で
い
く
と
４
年
間
で
５
棟
二
十
年
三
十

年
後
に
一
度
に
改
修
が
必
要
に
な
る
。
も
う
少
し
考

え
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

広
瀬
豊
彦
議
員 

単
身
者
の
計
画
は
な
い
の
か
？
基
本
計
画
も
な
く

住
宅
を
つ
く
り
、
人
を
呼
び
込
め
る
の
か
？
予
測
が

甘
い
、
世
帯
用
を
つ
く
っ
て
単
身
者
が
入
っ
て
き
た

り
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
？ 

黒
田
正
道
議
員 

計
画
の
中
で
人
口
を
増
や
す
た
め
の
建
設
計
画
な

ら
わ
か
る
が
、
計
画
で
人
口
を
増
や
す
計
画
で
な
け

れ
ば
、
空
き
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
の
で
は
？
世

帯
者
を
呼
び
込
み
た
い
の
は
わ
か
る
が
、
ニ
ー
ズ
と

し
て
は
単
身
者
が
多
い
の
で
は
？
住
宅
建
設
に
反

対
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
再
検

討
し
て
は
ど
う
か
？ 

栗
本
道
雄
議
員 

入
り
か
ね
が
沢
住
宅
も
４
戸
か
ら
６
戸
に
変
更
し

て
い
る
、
計
画
の
再
考
は
で
き
な
い
か
？ 

村 

長 

職
員
雇
用
の
問
題
で
も
早
急
に
住
宅
は
必
要
。
今
回

の
計
画
で
は
世
帯
用
し
か
考
え
て
い
な
い
。
設
計
に

し
て
も
こ
れ
か
ら
詰
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
こ

の
計
画
で
進
め
さ
せ
て
欲
し
い
。 

今
回
の
住
宅
建
設
計
画
を
撤
回
し
ま
す
。
か
ん
ぶ
り

５
１
５
は
建
設
す
る
が
、
こ
れ
以
外
は
基
本
構
想
に

反
映
さ
せ
た
上
で
考
え
進
め
る
。 

 

総
務
課
長 

撤
回
し
た
部
分
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
補
正
に
て
対

応
し
ま
す
。 
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行
政
視
察
に
つ
い
て 

趣
旨 

東
京
都
の
島
嶼
に
あ
る
三
村
（
利
島
村
・
御
蔵
島

村
・
青
ヶ
島
）
の
議
会
が
抱
え
る
少
子
化
対
策
に
向

け
て
、
管
外
に
お
け
る
行
政
視
察
を
通
し
て
、
そ
の

方
策
を
見
出
す
一
助
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
、
今
回
は
留
学
制
度
の
先
進
地
で
あ
る
鹿
児
島

県
の
三
島
村
、
霧
島
市
を
視
察
し
ま
し
た
。 

日
程 

５
月
１
４
日
（
水
）
～ 

５
月
１
６
日
（
金
）
２
泊

３
日 

視
察
先 

三
島
小
中
学
校
（
三
島
村
）・
永
水
小
学
校
（
霧
島

市
） 

議
会
視
察
報
告 

黒
田
正
道
議
員 

 

今
回
の
視
察
は
、
利
島
議
会
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

利
島
村
、
青
ヶ
島
村
、
御
蔵
島
村
の
三
村
の
議
会
が

合
同
で
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
開
闢
以
来
初

め
て
の
こ
と
で
す
。
視
察
自
体
も
大
変
有
意
義
で
し

た
が
、
小
離
島
の
議
会
の
持
つ
問
題
点
や
課
題
を
話

し
合
う
絶
好
の
機
会
と
な
り
、
交
流
を
深
め
た
視
察

で
し
た
。 

 

今
回
の
視
察
の
テ
ー
マ
は
、
山
村
・
海
浜
留
学
の

先
進
地
を
訪
問
し
そ
の
成
果
や
問
題
点
を
学
ぶ
こ

と
に
あ
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
の
三
島
村
立
三
島
小

中
学
校
と
同
県
の
霧
島
市
立
永
水
小
学
校
の
２
校

を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
こ
の
２
校
の
環
境
は
大
き
く

違
い
、
留
学
生
を
迎
え
る
目
的
や
そ
の
実
施
方
法
も

違
い
ま
し
た
。
三
島
村
の
「
し
お
か
ぜ
留
学
」
は
、

生
徒
数
の
減
少
対
策
と
し
て
平
成
９
年
か
ら
始
め

ら
れ
、
多
い
と
き
で
３
島
４
校
に
２
５
名
の
留
学
生

が
地
域
の
里
親
に
あ
ず
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
じ
め

や
引
き
こ
も
り
等
で
不
登
校
だ
っ
た
子
ど
も
も
受

け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
留
学
生
は
普
通

に
通
学
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

霧
島
市
立
永
水
小
学
校
の
「
わ
ん
ぱ
く
留
学
」
は
、

学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
の
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
り
学
校
や
地
域
の
活
性

化
や
、
将
来
の
児
童
数
減
少
を
見
越
し
て
平
成
４
年

か
ら
始
め
ら
れ
、
多
い
と
き
で
１
３
名
の
児
童
が
、

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
や
そ
の
Ｏ
Ｂ
の
家
庭
に
預
け

ら
れ
る
か
、
家
族
ぐ
る
み
で
移
住
し
て
い
ま
す
。
三

島
村
と
は
違
い
、
不
登
校
等
の
問
題
を
抱
え
た
留
学

生
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。 

 

２
件
の
事
例
と
も
、
比
較
的
ス
ム
ー
ス
に
留
学
生

の
制
度
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
大
き
な
問
題
も
起
こ
ら

ず
、
事
業
と
し
て
は
成
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
事
例
に
し
て
も
関
わ

る
方
や
行
政
の
熱
意
、
地
域
の
理
解
や
支
援
が
不
可

欠
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

 

御
蔵
島
村
は
比
較
的
子
ど
も
の
数
が
多
く
、
今
す

ぐ
に
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
考
え
る
必
要
は
な
い

と
思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
か

ら
学
校
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、

留
学
生
制
度
を
検
討
す
べ
き
だ
と
の
思
い
を
強
く

し
た
視
察
で
し
た
。 

 

定
例
議
会
予
定 

 

平
成
２
０
年
第
二
回
定
例
議
会 

平
成
２
０
年
６
月
１
８
日
予
定 

平
成
２
０
年
第
三
回
定
例
議
会 

 
 

平
成
２
０
年
９
月
１
７
日
予
定 


